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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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終えられましたこと、心より感謝いたします。日本のリバイバルへさらに、新
たな献身と祈りを持つ時となりました。来日中の対談を、シャロームニッポ
ンに掲載しています（「シャロームニッポン」別冊あり）。次年度の来日に向
けて、企画準備中です。来日予定が決まり次第、ニュースレターにてご報告
させていただきます。

オメガバイブル教材のために
　新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」
が見えてくるは、全国のキリスト教書店でも大変好評を頂いております。
フルカラーで文字が大きく、写真もふんだんに入れて見やすくなっており、
プレゼント用にも用いられております。オメガ出版から引き続き、「感謝価格
期間」を継続させていただいております。どうぞご活用ください。
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祈りの課題

神のマスタープランプロジェクト2022-2023
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第4回オメガツアーのために
　「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン(ペトラ)10
日間の旅」は、2023年6月5日（月）～6月14日（水）の日程で、決定
いたしました。企画準備のためのお祈りをありがとうございます。
引き続き、主が来られる日に備えて、ご再臨の現場であるヨルダン・
ペトラ、イスラエルを主と共に歩き、日本からの祈りを捧げる
ツアーとなりますように。主を待ち望み、主をさらに愛する心が
深められる信仰の旅となりますよう、心を込めて準備を進めて
まいります。引き続きツアーの準備のためにお祈りください。

栄子・スティーブンスのために
　いつもお祈りいただきありがとうございます。10月18日～11月
21日のすべての来日スケジュールを、主の恵みと守りのうちに

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。 ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

Omega Publication
オメガ出版

オメガプロジェクト2023 ―OMEGA TOUR
第4回オメガツアー

栄子・スティーブンスと行く

12月10日（土）ツアー申込受付開始！！

日程：2023年6月5日（月）～6月14日（水）決定　定員：35名

￥578,000～￥585,000
別途空港税・燃油サーチャージ代 ￥115,000（2022年12月参考価格）／利用航空会社 トルコ航空（羽田空港発着）

イスラエル&ヨルダン　10日の旅
主
を
待
ち
望
む
信
仰
の
旅
、主
を
愛
す
る
心
を
深
め
る
旅

［ペトラ］

別紙ツアーパンフレットが
あります。

https://www.omega.or.jp/shuppan/

● 一般予約ウェブお申し込みの場合：

Eメール

https://omega.or.jp/tour2023/
パスワード：omegaoj2023

● 書面でのお申し込みの場合：

● なお、定員になり次第、申込受付終了とさせていただきますので、
　何卒ご了承くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

別添ツアーパンフレット申込必要書類を
Eメール添付またはFAXにてご送付ください。

ウェブお申し込みは、12月10日よりお使いいただけます。

info@omega.or.jp   FAX
   

06-6777-2117

ツアー案内及び申込書をご送付いたします▶

オメガオンラインショップ  



キリストを表している岩が、「世の象徴である像」を打ち砕く（ダニ2:34）

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 30 ―その22未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

月刊教材「ニュースレターBride」のバックナンバーはオメガのHPでお読みいただけます。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

(C)shalom israeltours.com

(C)freebibleimages

44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大

全世界の支配権が反キリストに渡される

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。

未来の預言①　
未来の預言②　
未来の預言③
未来の預言④
未来の預言⑤
未来の預言⑥
未来の預言⑦
未来の預言⑧
未来の預言⑨
未来の預言⑩
未来の預言⑪
未来の預言⑫
未来の預言⑬
未来の預言⑭
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未来の預言⑰
未来の預言⑱
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天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）
大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
二人の証人（黙11:3～5）
二人の証人の復活（黙11:6～13）
大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）
反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）
獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）
主が来られる日に備えて（黙13:11～18）
御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）
神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）
イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）
第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）
大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙17:1～8）

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。

今号も共に学んでまいりましょう。

1. エジプト:
イスラエルの民を奴隷にした。

2. アッシリヤ:
北イスラエルを捕囚にした。

3. バビロン:
南ユダを捕囚にした。

4. メディアとペルシヤ:
バビロン捕囚から崩壊させたが、
ユダヤ人抹殺を試みた。

5. ギリシャ:
ユダヤの神殿をゼウスの神殿に
変え、ユダヤ教を守ることを禁止
した。

6. ローマ:
イエス・キリストを十字架に架け、
ユダヤ人の国を奪った。

7. 終末の支配国と反キリスト
（彼は 8番目でもある。黙示録
17:11）。

七つの頭



キリストを表している岩が、「世の象徴である像」を打ち砕く（ダニ2:34）

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 30 ―その22未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

月刊教材「ニュースレターBride」のバックナンバーはオメガのHPでお読みいただけます。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

(C)shalom israeltours.com

(C)freebibleimages

44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大

全世界の支配権が反キリストに渡される

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。
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未来の預言⑱
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未来の預言㉑
　　

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）
大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
二人の証人（黙11:3～5）
二人の証人の復活（黙11:6～13）
大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）
反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）
獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）
主が来られる日に備えて（黙13:11～18）
御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）
神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）
イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）
第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）
大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙17:1～8）

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。

今号も共に学んでまいりましょう。

1. エジプト:
イスラエルの民を奴隷にした。

2. アッシリヤ:
北イスラエルを捕囚にした。

3. バビロン:
南ユダを捕囚にした。

4. メディアとペルシヤ:
バビロン捕囚から崩壊させたが、
ユダヤ人抹殺を試みた。

5. ギリシャ:
ユダヤの神殿をゼウスの神殿に
変え、ユダヤ教を守ることを禁止
した。

6. ローマ:
イエス・キリストを十字架に架け、
ユダヤ人の国を奪った。

7. 終末の支配国と反キリスト
（彼は 8番目でもある。黙示録
17:11）。

七つの頭



イスラエル北部にあるメギドの平野で反キリストがハルマゲドン会議を行い軍隊を召集する

反キリストが自らを神とする宗教が
全世界で起こされる

（第三神殿の画像はイメージです）

(C)doovi.com

調印後に握手をするイスラエル・ラビン首相（左）とPLOアラファト議長（右）。
中央は仲介したビル・クリントン米大統領（1993.9.13）

05

44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。

エルサレムの神殿の丘に立つアル＝アクサ・モスク（8世紀のウマイヤ朝時代に創建）



イスラエル北部にあるメギドの平野で反キリストがハルマゲドン会議を行い軍隊を召集する

反キリストが自らを神とする宗教が
全世界で起こされる

（第三神殿の画像はイメージです）

(C)doovi.com

調印後に握手をするイスラエル・ラビン首相（左）とPLOアラファト議長（右）。
中央は仲介したビル・クリントン米大統領（1993.9.13）

05

44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。

エルサレムの神殿の丘に立つアル＝アクサ・モスク（8世紀のウマイヤ朝時代に創建）



God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

ヨルダンにあるペトラ（ボツラ）は
イエス様のご再臨の場所となる

ヨハネの黙示録 17章14節

2023年オメガの新ツアー・新企画に
ご期待ください

06

44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大
2022年12月恵日

一般社団法人オメガ・ジャパン
代表 横田 聖子

主のご降誕を心より賛美します。

栄子・スティーブンス先生が、約3年ぶりに10月18日から11月21日の期間、来日されました。感謝と喜びに

包まれ、日本宣教への新たな献身と、新しい油注ぎを受け、無事にアメリカ・カンザスのご自宅へ帰国されました。

皆様からの多くの愛と祈りと励ましを、心より御礼申し上げます。

　

2023 年第 4回オメガプレミアムツアー「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン10日間の旅」の最終

スケジュールの打ち合わせも、来日中にすべて整いました。来年、6月5日から6月14日の行程で、ツアー内容が

決定いたしました。いよいよ、お申込受付がスタートします。今回、日本の旅行代理店ホーリーランドツーリスト

センター様の多大なるご協力を頂き、現地の旅行代理店関係者各位との調整を得て、特別価格が実現いたしました。

皆様のお祈りを感謝申し上げます。

これからの時代に備えて、主を待ち望む信仰の旅となり、主をますます愛する霊に満ちあふれる旅となりますよう、

さらにツアー準備を行ってまいります。引き続き、覚えてお祈りいただけますと幸いです。

　

また、2022年1月よりスタートした「シャロームニッポン」が最終回を迎えます。コロナ禍で日本のすべての教会

に、そして日本人に、神様からの愛が届きますようにと祈りを込めて掲載してまいりました。アメリカ・カンザスの

自宅書斎から、栄子・スティーブンス先生と、日本のご自宅から輪嶋東太郎氏（対談執筆者）のオンライン対談を

皆様にお届けしてまいりました。「毎月楽しみにしています」とのお声を多数頂きました。誠にありがとうございます。

シャロームニッポンの連載を通して2022 年を振り返りますと、栄子・スティーブンス先生は最愛の夫である

ビル・スティーブンス氏を天に見送られました。そして、その後、アメリカと日本の渡航も再開し始め、今回の来日も

実現することができました。2023年は、さらなる新シーズンを迎え、新シリーズ企画を行ってまいります。次年度

もまた、すぐに栄子・スティーブンス先生の来日を予定しています。オメガセミナーや、講演会の予定が決まり次第、

ニュースレター等でお知らせさせていただきます。

今月も天にある大いなる神の栄光と神の愛と恵みが、皆様の上に、教会と地域の上に豊かに注がれますよう心より

お祈り申し上げます。

なぜならば、小羊は主の主、王の王だからです

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。
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God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

ヨルダンにあるペトラ（ボツラ）は
イエス様のご再臨の場所となる

ヨハネの黙示録 17章14節

2023年オメガの新ツアー・新企画に
ご期待ください
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44節では、「その国は他の民に渡され
ず、かえってこれらの国々をことごとく打
ち砕いて、絶滅してしまいます。しかし、
この国は永遠に立ち続けます」と言ってい
ます。全土にある大きな山はメシア王国

（千年王国）を表していますから、山は
「支配国」の象徴です。

黙示録17章9節で、「七つの頭は、七
つの山で、七人の王たち」は、黙示録12
章でサタンの七つの頭と七つの冠につい
てお話しいたしました。聖書の中に出て
くる、イスラエルを圧 迫し、支 配した
国々です。

同じく17章10節で、「五人はすでに
倒れたが、ひとりは今おり、ほかのひと
りは、まだ来ていません。しかし彼が来
れば、しばらくの間とどまるはずです」と
されています。七つの頭を聖書から順に
見ていきます。

七つの頭と十本の角
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章9
節と10節、「ここに知恵の心があります。
七つの頭とは、この女がすわっている七
つの山で、七人の王たちのことです。五
人はすでに倒れたが、ひとりは今おり、
ほかのひとりは、まだ来ていません。し
かし彼が来れば、しばらくの間とどまる
はずです」

9節で、「七つの頭とは、この女がす
わっている七つの山で、七人の王たちの
ことです」とされています。神学者の中に
は、ローマのバチカンに七つの山がある
ことで、カトリック教会と教皇を表してい
るのではないかと考える人もいます。し
かし、七つの山のある所は、バチカンだ
けではありません。ヨルダン国の首都ア
ンマンや、サンフランシスコなどに七つの
山があります。

ダニエル書2章34節ではこのように記
されています。「あなたが見ておられるう
ちに、一つの石が人手によらずに切り出
され、その像の鉄と粘土の足を打ち、こ
れを打ち砕きました」。キリストを表して
いる岩が、「世の象徴である像」を打ち砕
きます。35節では、「その像を打った石
は大きな山となって全土に満ちました」と
述べています。

初めの五つの国が黙示録の書かれた時
代には、すでに倒れており、世界の支配
国ではなくなっていました。黙示録はヨ
ハネによって、AD95年ごろのローマ時
代に書かれました。「ひとりは今おり」と
言っているのが、六つ目の支配国のロー
マ帝国です。これらすべて、イスラエル
の民と中東を支配した国です。ギリシャ
とローマは、中東とヨーロッパを支配し
ました。七つ目の「ほかのひとりは、まだ
来 ていません」と言 わ れているの は、
ローマ帝国の後に現れる支配国です。こ
の七つ目の支配国については、聖書に書
かれていません。黙示録が書かれた時に
は、まだ現れていなかったからです。

ローマ帝国の後に表れる者が、「彼が
来れば、しばらくの間とどまるはずです」
と言っています。約束の地に最も長くと
どまっていたのが、イスラム教です。イス
ラム教が神殿の丘を奪い、岩のドームを
建てました。エルサレムの神殿の丘に、
ソロモンの第一神殿が建てられてから、
イエス様の時代の第二神殿を含めても、
岩のドームが建っている期間のほうがは
るかに長いのです。イスラエルの神殿が
建っていたのは、バビロン捕囚を含めて
も、千年に満たない期間でした。イスラ
ム教の岩のドームとモスクは、1300年
間以上建っています。それゆえ、「しばら
くの間とどまるはずです」という言葉が当
てはまります。

統領クリントンと共に、イスラエルの政
治家ラビン首相が、テロリストのアラ
ファトと正式な「オスロ合意」を締結する
場面を見ました。それは5年契約で堅い
契約ではなく、3カ月後に契約は破られ
てしまいました。

ですから、反キリストがユダヤ人でな
くてもイスラエルは契約します。七つの
頭と呼ばれている支配国は、すべて異邦
人です。反キリストは、これまでの七つ
の支配国とは全く違った世界統一国家を
つくり上げ、自分を神の立場に置く者で
す（Ⅱテサ2:4）。これまでの七つの頭と
は違った独裁者ですので、8番目でもあ
るということです。

そして、17章11節で、「そして彼はつ
いには滅びます」と御使いはヨハネに伝
えています。反キリストの滅びは、イエ
ス・キリストのご再臨によって滅びること
が、定められています。

黙示録17章11節、「また、昔いたが
今はいない獣について言えば、彼は八番
目でもありますが、先の七人のうちのひ
とりです。そして彼はついには滅びます」
と書かれています。11節で、死んで生き
返る反キリストが8番目の者でもあり、
七つの頭とは支配国を表していますが、
これらの支配国の中から反キリストが現
れるということです。つまり、反キリスト
は「ユダヤ人ではない」ということです。

ダニエル書9章27節に、「彼は一週の
間、多くの者と堅い契約を結び」と記さ
れています。神学者の中では、この契約
はユダヤ人と神殿の丘に関する70週の
ことですから、「堅い契約を結ぶ相手の
反キリストが異邦人であった場合、契約
をしない」と考えることでしょう。

　
私は18年間、イスラエルに住んでいま

した。その時、1993年にアメリカ元大
2022年12月恵日

一般社団法人オメガ・ジャパン
代表 横田 聖子

主のご降誕を心より賛美します。

栄子・スティーブンス先生が、約3年ぶりに10月18日から11月21日の期間、来日されました。感謝と喜びに

包まれ、日本宣教への新たな献身と、新しい油注ぎを受け、無事にアメリカ・カンザスのご自宅へ帰国されました。

皆様からの多くの愛と祈りと励ましを、心より御礼申し上げます。

　

2023 年第 4回オメガプレミアムツアー「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン10日間の旅」の最終

スケジュールの打ち合わせも、来日中にすべて整いました。来年、6月5日から6月14日の行程で、ツアー内容が

決定いたしました。いよいよ、お申込受付がスタートします。今回、日本の旅行代理店ホーリーランドツーリスト

センター様の多大なるご協力を頂き、現地の旅行代理店関係者各位との調整を得て、特別価格が実現いたしました。

皆様のお祈りを感謝申し上げます。

これからの時代に備えて、主を待ち望む信仰の旅となり、主をますます愛する霊に満ちあふれる旅となりますよう、

さらにツアー準備を行ってまいります。引き続き、覚えてお祈りいただけますと幸いです。

　

また、2022年1月よりスタートした「シャロームニッポン」が最終回を迎えます。コロナ禍で日本のすべての教会

に、そして日本人に、神様からの愛が届きますようにと祈りを込めて掲載してまいりました。アメリカ・カンザスの

自宅書斎から、栄子・スティーブンス先生と、日本のご自宅から輪嶋東太郎氏（対談執筆者）のオンライン対談を

皆様にお届けしてまいりました。「毎月楽しみにしています」とのお声を多数頂きました。誠にありがとうございます。

シャロームニッポンの連載を通して2022 年を振り返りますと、栄子・スティーブンス先生は最愛の夫である

ビル・スティーブンス氏を天に見送られました。そして、その後、アメリカと日本の渡航も再開し始め、今回の来日も

実現することができました。2023年は、さらなる新シーズンを迎え、新シリーズ企画を行ってまいります。次年度

もまた、すぐに栄子・スティーブンス先生の来日を予定しています。オメガセミナーや、講演会の予定が決まり次第、

ニュースレター等でお知らせさせていただきます。

今月も天にある大いなる神の栄光と神の愛と恵みが、皆様の上に、教会と地域の上に豊かに注がれますよう心より

お祈り申し上げます。

なぜならば、小羊は主の主、王の王だからです

黙示録17章12節から14節、「あなた
が見た十本の角は、十人の王たちで、彼
らは、まだ国を受けてはいませんが、獣
とともに、一時だけ王の権威を受けます。
この者どもは心を一つにしており、自分
たちの力と権威とをその獣に与えます。
この者どもは小羊と戦いますが、小羊は
彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊
は主の主、王の王だからです。また彼と
ともにいる者たちは、召された者、選ば
れた者、忠実な者だからです」

12節で、「あなたが見た十本の角は、
十人の王たちで、彼らは、まだ国を受け
てはいませんが、獣とともに、一時だけ
王の権威を受けます」とあり、10人の王
たちは、反キリストと共に一時だけ、言
い換えれば、1年だけ王の権威を受けま
す。しかしその後、反キリストの支配下
に置かれます。彼らはまだ国を受けてい
ませんから、ここでは未来のことを語っ
ています。

13節で、「この者どもは心を一つにし
ており、自分たちの力と権威とをその獣
に与えます」と御使いはヨハネに告げて
います。彼らは、反キリストに権威を与
えることを強制されるのではなく、一致
して彼を世界の支配者にします。

14節では、「この者どもは小羊と戦い
ますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。な
ぜならば、小羊は主の主、王の王だから
です」と言われています。反キリストは、

ハルマゲドンの会議で、それぞれの軍隊
を召集し、指示を与えます。そして、い
よいよ戦いが始まる時は、主のご再臨の
時です。真の神様が現れたことを、自分
たちの目で見ても、なお戦う愚か者たち
です。主の主、王の王と戦うなら、彼ら
は瞬時に完敗します。

同じく14節で、「また彼とともにいる
者たちは、召された者、選ばれた者、忠
実な者だからです」と御使いはヨハネに
言っています。ゼカリヤ書14章5節では、

「すべての聖徒たちも主とともに来る」と
記されている預言の成就で、選ばれた者
たちが、主のご再臨に加わります。

大バビロンの破壊
黙示録17章15節、「御使いはまた私

に言った。『あなたが見た水、すなわち
淫婦がすわっている所は、もろもろの民
族、群衆、国民、国語です』」とあります。
淫婦の座っているところは、偶像礼拝を
している「もろもろの民族、群衆、国民、
国語」の異邦人社会を表しています。全
世界が、世界統一の宗教によって心を一
つにして、従っているということです。

黙示録17章16節から18節、「あなた
が見た十本の角と、あの獣とは、その淫
婦を憎み、彼女を荒廃させ、裸にし、そ
の肉を食い、彼女を火で焼き尽くすよう
になります。それは、神が、みことばの
成就するときまで、神のみこころを行う
思いを彼らの心に起こさせ、彼らが心を

一つにして、その支配権を獣に与えるよ
うにされたからです。あなたが見たあの
女は、地上の王たちを支配する大きな都
のことです』」

16節では、「あなたが見た十本の角と、
あの獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒
廃させ、裸にし、その肉を食い、彼女を
火で焼き尽くすようになります」と、御使
いはヨハネに告げました。この時は、大
患難時代の中間で、10本の角である10
人の王たちが心を一つにして、反キリス
トに権力を与えていることを語っています。

異端宗教の協議会のようなものはいっ
たん、世界の全権を手に入れると、不必
要になり、破壊します。人々の心を捕ら
えてきた、派手で大きな神殿は、焼き尽
くされることでしょう。彼女を「裸にし、
その肉を食い」と、神殿の金銀は奪い取
られます。いよいよ、反キリストが独裁
者として、彼を神とする宗教が強制され
ます。

17節で、「神が、みことばの成就する
ときまで、神のみこころを行う思いを彼
らの心に起こさせ、彼らが心を一つにし
て、その支配権を獣に与えるようにされ
たからです」と御使いは言いました。

神様のみことばが成就する時が近づき、
10人の王たちや指導者たちが反キリスト
に全世界の支配権を手渡します。バビロ
ンは経済の首都として保たれますが、異
端神殿とそれに関連するものはすべて破
壊されるでしょう。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と御使いは語ります。大バビロンと呼ば
れる淫婦が、世界の王たちをとりこにし
ていた神殿があった大きな都、世界の宗
教本部だった所です。神殿が破壊され、
宗教の権威は反キリストに与えられます。

ここで、7年間の大患難時代の後半に
入ります。ご再臨まで、後3年半です。
しかし、ご再臨の前に、どうしても起こ
らなければならないことがあります。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節、
「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい。なぜなら、まず背教が
起こり、不法の人、すなわち滅びの子が
現れなければ、主の日は来ないからで
す」と書かれています。

「主の日」であるご再臨の前に、二つの
ことが起こらなければなりません。一つ
は、「背教」です。背教は、ギリシャ語の

「アポスタシス」という言葉が使われてい
ます。この言葉は、「真理から離れる」、
また、「堕落する」と言う意味になります。
それゆえ多くの神学者が、この背教は神
様に背を向けるという意味だと考えてい
るのです。世界は元々、神様に背を向け
ていましたから、ここでは一般の異邦人
のことを言っているのではなく、神様に
仕えているユダヤ人やクリスチャンによる
背教の意味であると受け取れます。

近年では、考えられないほどの背教が
起こっています。真の神様に仕えていた
ユダヤ人たちが、ゲイパレードをするよ
うになり、2010年からは、聖なる都と
呼ばれているエルサレムでゲイパレード
を行うようになりました。これまでには
考えられないほど、聖書に全く

そむ

背いてお
り、全く違反しているのです。

また、イエス・キリストに仕える、キリ
ストの花嫁である教会が、同性愛結婚を
認め、教会で同性愛の結婚式が行われ、
同性愛者が牧師になるという、かつてな
い、考えられないことが起こっています。

他の神学者たちの考えでは、同じ背教
と言う言葉、「アポスタシス」を「アポスタ
シオン」の原語から見て、「離婚する」と
か、「ある物から離れる」とも訳されてい
ます。それゆえ、この訳をイエス様がキ
リストの花嫁（教会）を迎えに来て、「空
中で主と会う」と記されている、テサロニ
ケ人への手紙 第一4章17節の「携挙」に
当てはめる神学者もいます。「次に、生き
残っている私たちが、たちまち彼らといっ
しょに雲の中に一挙に引き上げられ、空
中で主と会うのです」というみことばです。

ですから、テサロニケ人への手紙 第二
2章3節のみことばの、ご再臨前に起こ
らなければならない一つ目の出来事は、

「まずは、真理に立っていた聖徒たちが、
真理から離れる出来事、または別の解釈
で、教会の携挙が起こらなければご再臨
がないから、誰にもだまされないように」
という意味になります。

また、ご再臨前に必ず起こらなければ
ならない二つ目の出来事は、「不法の人、
すなわち滅びの子が現れなければ、主の
日は来ないからです」（Ⅱテサ2:3）という
ことです。つまり、「反キリストが現れな
ければ、ご再臨は起こらない」と言ってい

るのです。聖書に書かれている神様のマ
スタープランは、ご再臨によって起こる
神の御国なしでは、不完全に終わってし
まいます。ですから、反キリストは必ず
現れ、ご再臨は必ず起こります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節に、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」とあります。
反キリストは、すべての宗教に反抗し、
自分が神であると宣言し、神の宮である
第三神殿の中に座を設けます。

これらの事が起こらなければ、ご再臨
は起こりません。ですから、テサロニケ
人への手紙 第二2章3節のみことばは、

「だれにも、どのようにも、だまされない
ようにしなさい」と、忠告してくれている
のです。

(C)Mike Swigunsk Unsplash

(C)Josh Applegate Unsplash



全世界の支配権が反キリストに渡される

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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終えられましたこと、心より感謝いたします。日本のリバイバルへさらに、新
たな献身と祈りを持つ時となりました。来日中の対談を、シャロームニッポ
ンに掲載しています（「シャロームニッポン」別冊あり）。次年度の来日に向
けて、企画準備中です。来日予定が決まり次第、ニュースレターにてご報告
させていただきます。

オメガバイブル教材のために
　新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」
が見えてくるは、全国のキリスト教書店でも大変好評を頂いております。
フルカラーで文字が大きく、写真もふんだんに入れて見やすくなっており、
プレゼント用にも用いられております。オメガ出版から引き続き、「感謝価格
期間」を継続させていただいております。どうぞご活用ください。

1
祈りの課題

神のマスタープランプロジェクト2022-2023

2

3

第4回オメガツアーのために
　「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン(ペトラ)10
日間の旅」は、2023年6月5日（月）～6月14日（水）の日程で、決定
いたしました。企画準備のためのお祈りをありがとうございます。
引き続き、主が来られる日に備えて、ご再臨の現場であるヨルダン・
ペトラ、イスラエルを主と共に歩き、日本からの祈りを捧げる
ツアーとなりますように。主を待ち望み、主をさらに愛する心が
深められる信仰の旅となりますよう、心を込めて準備を進めて
まいります。引き続きツアーの準備のためにお祈りください。

栄子・スティーブンスのために
　いつもお祈りいただきありがとうございます。10月18日～11月
21日のすべての来日スケジュールを、主の恵みと守りのうちに

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。 ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

Omega Publication
オメガ出版

オメガプロジェクト2023 ―OMEGA TOUR
第4回オメガツアー

栄子・スティーブンスと行く

12月10日（土）ツアー申込受付開始！！

日程：2023年6月5日（月）～6月14日（水）決定　定員：35名

￥578,000～￥585,000
別途空港税・燃油サーチャージ代 ￥115,000（2022年12月参考価格）／利用航空会社 トルコ航空（羽田空港発着）

イスラエル&ヨルダン　10日の旅
主
を
待
ち
望
む
信
仰
の
旅
、主
を
愛
す
る
心
を
深
め
る
旅

［ペトラ］

別紙ツアーパンフレットが
あります。

https://www.omega.or.jp/shuppan/

● 一般予約ウェブお申し込みの場合：

Eメール

https://omega.or.jp/tour2023/
パスワード：omegaoj2023

● 書面でのお申し込みの場合：

● なお、定員になり次第、申込受付終了とさせていただきますので、
　何卒ご了承くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

別添ツアーパンフレット申込必要書類を
Eメール添付またはFAXにてご送付ください。

ウェブお申し込みは、12月10日よりお使いいただけます。

info@omega.or.jp   FAX
   

06-6777-2117

ツアー案内及び申込書をご送付いたします▶

オメガオンラインショップ  
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任せてください、だって私の国なんですから。
そして、神様が愛して愛してやまない、神様の家族がいる国なんですから！



シ
ャロ
ー
ム
を
日
本
へ
。

シ
ャロ
ー
ム
が
日
本
に
。

日
本
シ
リ
ー
ズ
最
終
回

　シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン

ニ
ッ
ポ
ン

お
帰
り
な
さ
い
！

輪
嶋　

栄
子
先
生
〜
、
お
か
え
り
な
さ
い
！　

映
像

じ
ゃ
な
く
て
、
本
物
の
栄
子
先
生
が
目
の
前
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
！　

確
か
に
本
物
だ
〜
（
笑
）。

栄
子　

い
や
〜
本
当
で
す
ね
〜
！　

帰
っ
て
ま
い
り

ま
し
た（
笑
）。

輪
嶋　

第
３
回
の
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
の
折
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
で
お
別
れ
し
て
以
来
で
す
！　

な
ん
だ
か
、
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
と
、
そ
し
て
同
時

に
、
３
年
以
上
も
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
感
じ
が

全
然
し
な
く
て
、
不
思
議
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

栄
子　

そ
れ
は
全
く
で
す
ね
！　

今
回
お
会
い
す
る

方
々
と
は
全
員
３
年
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、

確
か
に
直
接
お
目
に
掛
か
ら
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で

す
が
、
な
ん
だ
か
つ
い
先
週
も
お
会
い
し
て
い
た
か

の
よ
う
な
感
覚
を
ひ
し
ひ
し
と
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

輪
嶋　

神
様
の
家
族
っ
て
、
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ

な
ー
、
凄
い
な
ー
と
思
い
ま
す
ね
〜
。

栄
子　

ア
ー
メ
ン
で
す
！

輪
嶋　

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
で
２
０
２
２
年
の
幕
開
け
と
共

に
、
栄
子
先
生
と
重
ね
て
き
た
こ
の
シ
ャ
ロ
ー
ム

ニ
ッ
ポ
ン
、
今
回
が
今
年
最
後
の
回
に
な
り
ま
す
。

読
者
の
方
々
に
ち
ょ
っ
と
今
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
お
話
し
し
ま
す
と
、
こ
の
対
談
は
今
回
の
栄
子
先

生
の
約
ひ
と
月
に
わ
た
る
日
本
ご
滞
在
の
中
で
、
最

終
的
な
ご
予
定
を
終
え
ら
れ
た
沖
縄
で
お
時
間
を
頂

き
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

た「
黙
示
録
」の
朗
読
録
音
の
最
終
回
と
な
る「
21
章
、

22
章
」の
収
録
を
終
え
ら
れ
、
ご
帰
国
ま
で
の
短
い

時
間
の
中
、
こ
う
し
て
お
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

生（
な
ま
）栄
子
先
生
と
ご
一
緒
で
き
て
、
そ
し
て

な
ん
と
、
こ
れ
ま
た
あ
の
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
で
先
生
と

イ
ス
ラ
エ
ル
で
お
別
れ
し
て
以
来
の
、
横
溝
文
夫
さ

ん
、
フ
ェ
イ
さ
ん
ご
夫
妻
も
共
に
こ
の
場
に
加
わ
っ

て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ど
ん
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
、

私
自
身
と
っ
て
も
興
奮
し
て
い
ま
す（
笑
）。
横
溝
さ

ん
ご
夫
妻
も
ち
ょ
う
ど
沖
縄
に
い
ら
し
て
い
て
、
こ

の
機
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
文
夫
さ
ん
、
フ
ェ
イ
さ

ん
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

文
夫
・
フ
ェ
イ　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

栄
子　

本
当
に
何
か
ら
何
ま
で
す
ご
い
恵
み
で
す

ね
！　

神
様
は
何
と
い
う
お
方
で
し
ょ
う
。



シ
ャロ
ー
ム
を
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ャロ
ー
ム
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本
に
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シ
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　シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
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ン

ニ
ッ
ポ
ン

世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
見
る
と
、
そ

の
あ
ま
り
の
酷ひ

ど

い
様
に
、
心
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
し
、
絶
望
し
た
く
な
る
よ
う
な
思
い
に

な
っ
て
当
然
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
聖
書
の
預
言
を
通
し
て
、
創
造
主
た

る
神
様
が
こ
れ
か
ら
の
人
類
を
ど
の
よ
う
に
お
運
び

く
だ
さ
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
に

と
っ
て
は
、
目
の
前
で
起
こ
る
状
況
に
対
す
る
受
け

止
め
方
、
そ
し
て
そ
の
中
を
進
ん
で
い
く
際
の「
平

安
」と
い
う
も
の
が
全
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
神
様
の
人
類
救
済
計
画
の
最
終
ペ
ー
ジ
で

あ
り
聖
書
全
体
の
締
め
く
く
り
、「
す
べ
て
の
結
論
」

で
あ
る「
黙
示
録
」を
読
み
、
聞
い
て
、
そ
こ
に
書
か

れ
て
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
、「
私
は
、

あ
な
た
は
、
私
た
ち
は
、
”愛
さ
れ
る
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
“の
だ
」と
気
付
き
、
そ
の
絶
対
的
な
平
安

の
中
で
生
き
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
の
か
…

そ
の
こ
と
を
知
る
時
が
来
て
い
る
…
そ
れ
を
ま
す
ま

す
実
感
す
る
日
本
滞
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

君
は
愛
さ
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
…
そ
れ
を

知
っ
て
初
め
て
与
え
ら
れ
る
平
安
…
。
そ
れ
を
一
人

で
も
多
く
の
日
本
の
方
々
に
、
１
日
で
も
早
く
お
伝

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
い
る
、
そ
う
感

じ
て
い
ま
す
。

輪
嶋　

い
ゃ
〜
ま
さ
に
。
今
回
黙
示
録
21
、
22
章
の

録
音
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
立
ち
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
お
聞
き
し
て
い
る
う
ち
に
涙
が
止
ま
ら
な
く

な
っ
て
…
。
21
章
、
22
章
。
こ
れ
ま
で
も
自
分
で

確
か
に
受
け
取
っ
た
、

「
主
に
愛
さ
れ
る
」こ
と
の
実
感

文
夫　

実
は
あ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー

か
ら
戻
っ
て
１
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、
少
し
体
調

が
優
れ
な
く
て
病
院
に
行
っ
た
ら
、「
即
入
院
！
」と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
1
週
間
後
に
、
ま
さ
に
命

に
関
わ
る
よ
う
な
心
臓
の
大
手
術
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
…
。

輪
嶋　

え
、
文
夫
さ
ん
が
？　

前
回
の
オ
メ
ガ
ツ

ア
ー
を
追
っ
て
番
組
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
Ｃ
Ｇ

Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組「
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
」を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
う
の

で
す
が
、
あ
の
中
で
見
た
通
り
、
元
々
「
イ
ケ
メ
ン

オ
ヤ
ジ
」（
失
礼
！
）
っ
て
感
じ
の
文
夫
さ
ん
で
す
が
、

今
日
お
会
い
し
て
、
な
ん
だ
か「
以
前
よ
り
ま
す
ま

す
若
々
し
く
て
カ
ッ
コ
良
く
な
ら
れ
て
い
る
な
」と

思
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
ね
…
。

栄
子　

今
、
こ
う
し
て
拝
見
し
て
い
て
も
、
そ
ん
な

ふ
う
に
は
全
く
見
え
ま
せ
ん
よ
。

フ
ェ
イ　

コ
ロ
ナ
の
真
っ
最
中
で
し
た
か
ら
、
入
院

さ
れ
た
方
た
ち
は
そ
の
間
家
族
と
の
面
会
も
一
切
で

き
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
私
た
ち
も
主
人
が
そ

の
日
の
う
ち
に
入
院
で
、
１
週
間
後
の
手
術
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
ド
ク
タ
ー
が
翌
日
に
病
状
と
手
術

の
説
明
を
し
た
い
の
で
、
私
に
病
院
に
来
る
よ
う
に

と
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
れ
は
た
だ
事
で
は

な
い
の
だ
な
」と
感
じ
、
さ
す
が
に
私
は
姉
に
同
行

し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
ド
ク

タ
ー
が
い
ろ
い
ろ
ご
配
慮
く
だ
さ
り
、
夫
婦
で
一
緒

に
そ
の
ご
説
明
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

文
夫　

医
学
的
に
い
ろ
い
ろ
と
具
体
的
に
説
明
す
る

横溝フェイさん

初
め
て
の
体
験
で
し
た
、本
当
に
。

黙
示
録
は「
究
極
の
愛
と
希
望
の
書
」だ
っ
た
ん
だ
っ
て
、痛
感
し
た
ん
で
す
。

散
々
読
ん
で
き
ま
し
た
し
、
読
ん
だ
つ
も
り
で
い
ま

し
た
。
で
も
今
回
先
生
の
朗
読
と
語
り
で
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
に
、
新
天
新
地
の
あ
の
様
子
、

神
様
の
栄
光
で
あ
る
シ
ャ
カ
イ
ナ
グ
ロ
ー
リ
ー
に
四

方
八
方
か
ら
照
ら
さ
れ
、
昼
も
夜
も
な
く
、
そ
の
光

が
私
た
ち
を
く
ま
な
く
照
ら
し
、
影
や
闇
の
存
在
し

な
い
世
界
を
、
ま
る
で
自
分
が
そ
こ
に
連
れ
て
い
っ

て
も
ら
っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で
受
け
止
め
ら
れ
た

の
で
す
。
初
め
て
の
体
験
で
し
た
、
本
当
に
。
黙
示

録
は「
究
極
の
愛
と
希
望
の
書
」だ
っ
た
ん
だ
っ
て
、

痛
感
し
た
ん
で
す
。

　

涙
の
理
由
を
自
分
な
り
に
分
析
す
る
と（
笑
）、

「
あ
ー
、
僕
は
な
ん
て
愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
…

イ
エ
ス
様
は
僕
の
た
め
に
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
ヨ
ハ
ネ
を
通
し
て
こ
の
預
言
を
、
僕
の
た

め
に
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
だ
〜
」と
い
う
思
い
が

あ
ふ
れ
て
き
た
か
ら
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
る
で
、

小
さ
い
子
ど
も
の
時
に
迷
子
に
な
っ
て
、
父
親
に
見

付
け
ら
れ
て
抱
き
つ
い
て
、
抱
き
上
げ
ら
れ
て
、
た

く
さ
ん
キ
ス
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持

ち
で
し
た
。

栄
子　

ハ
レ
ル
ヤ
ー
！

文
夫　

本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
の「
平
安
」と
い

う
こ
と
に
関
し
て
、
私
た
ち
も
ぜ
ひ
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

栄
子　

あ
ら
ー
、
ぜ
ひ
お
聞
き
し
た
い
わ
！　

お
願

い
し
ま
す
！

３
年
ぶ
り
の
日
本
に

感
じ
た
こ
と

輪
嶋　

さ
て
、
早
速
で
す
が
。
先
生
、
数
年
ぶ
り
の

日
本
、
い
か
が
で
す
か
？　

お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
、
率
直
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

栄
子　

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
3
年
、
皆
さ
ん
が
毎
日

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
ら
れ
る
通
り
の
こ
と
が
次
か

ら
次
に
起
こ
る
世
の
中
の
様
を
、
私
も
ア
メ
リ
カ
で

体
験
し
な
が
ら
過
ご
し
た
期
間
で
し
た
。

　

こ
の
３
年
に
起
こ
っ
た
大
き
な
出
来
事
の
数
々
は

そ
の
す
べ
て
が
、
こ
れ
ま
で
誰
も
予
想
だ
に
で
き
な

い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は「
終
わ
っ
た
事
」で
は
な
く
、
次
か
ら

次
に
、
ま
る
で
繋
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
が
動
揺
の
中
に
あ
っ

て
そ
れ
が
続
い
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
。
イ
エ
ス

様
が
マ
タ
イ
の
福
音
書
24
章
で
お
っ
し
ゃ
っ
た「
世

の
終
わ
り
の
前
」に
あ
る「
産
み
の
苦
し
み
」、
つ
ま

り
陣
痛
で
す
よ
ね
。
陣
痛
の
間
隔
が
小
さ
く
な
り
、

し
か
も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
、
そ
ん
な
感
じ
が
し

ま
す
ね
。

輪
嶋　

全
く
で
す
…
。

栄
子　

ま
さ
に
世
界
中
が
混
乱
の
中
に
あ
る
、
そ
の

よ
う
な
様
を
感
じ
な
が
ら
日
本
に
来
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
日
本
に
来
て
、
あ
ー
、
聖
書
の
預
言
が
ま
す

ま
す
進
ん
だ
ん
だ
な
ぁ
、
そ
れ
も
加
速
度
的
に
…
そ

ん
な
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。



シ
ャロ
ー
ム
を
日
本
へ
。

シ
ャロ
ー
ム
が
日
本
に
。

日
本
シ
リ
ー
ズ
最
終
回

　シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン

ニ
ッ
ポ
ン

と
や
や
こ
し
く
て
長
く
な
り
ま
す
の
で
簡
単
に
言
う

と（
笑
）、
胸
骨
を
切
断
し
て
胸
を
開
け
て
、
心
臓
の

血
管
を
、
自
分
の
体
の
他
の
所
か
ら
切
り
取
っ
た
血

管
と
入
れ
替
え
る
手
術
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
、
心
臓
そ
の
も
の
を
一
時

的
に
取
り
出
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
得
る
、
と
。

栄
子
・
輪
嶋　

え
〜
！
！
（
絶
句
）

フ
ェ
イ　

で
も
ね
、
そ
の
ド
ク
タ
ー
と
の
出
会
い
か

ら
手
術
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
の
前
後
、
す
べ
て
が

主
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
の
だ
、
と
深
く
確
信
す
る
一

連
の
恵
み
だ
っ
た
の
で
す
。

輪
嶋　

簡
単
に
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
、
そ

れ
で
も
、
自
分
だ
っ
た
ら
気
が
遠
く
な
り
そ
う
な
手

術
で
す
が
…
は
っ
き
り
言
っ
て
当
然「
死
」と
い
う
も

の
を
意
識
、
い
や
、
覚
悟
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
？

若
々
し
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
い
え
、
70
歳
越
え
て

ら
っ
し
ゃ
る
し
…
。

文
夫　

本
当
に
そ
う
で
す
。

輪
嶋　

怖
く
な
か
っ
た
で
す
か
？　

ぶ
っ
ち
ゃ
け
。

文
夫　

僕
は
若
い
こ
ろ
か
ら
水
中
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
の
活
動
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
中
で

「
死
」と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
そ
う
し
た
時
、
心
に
い
つ
も
引
っ
掛
か
っ

て
い
た
の
は
、
こ
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
の
テ
ー

マ
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た「
日
本
人
の
死
」

と
い
う
も
の
の
一
つ
で
、
特
攻
隊
の
青
年
た
ち
が
最

後
の
瞬
間
に「
お
母
さ
ん
」と
叫
ん
で
死
ん
で
い
く
姿

だ
っ
た
ん
で
す
。
元
々
私
は
精
神
的
に
も
仏
教
的
な

環
境
の
中
に
身
を
置
い
て
い
た
も
の
で
。
一
方
で
そ

ん
な
私
の
手
を
引
く
よ
う
に
、
家
内
が
ず
っ
と
教
会

へ
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
…
そ
の
よ
う
な
中
で
今
の

私
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
ド
ク
タ
ー
か
ら
説
明
を
受
け
た
時
、
本
当

に
不
思
議
な
ほ
ど
の
平
安
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
肉
体
の
死
は
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
で
も
、

以
前
あ
れ
ほ
ど
共
感
し
て
い
た
特
攻
隊
の
青
年
の
よ

う
に
、
そ
の
瞬
間「
地
上
の
お
母
さ
ん
」と
叫
ぶ
の
で

は
な
く
、「
天
の
お
父
さ
ん
」の
所
に
行
く
の
だ
か
ら

と
い
う
、
何
と
も
言
え
な
い
平
安
な
ん
で
す
。

栄
子
・
輪
嶋　

ハ
レ
ル
ヤ
〜
!!

輪
嶋　

で
も
こ
う
い
う
時
は
ご
本
人
よ
り
も
、
む
し

ろ
家
族
が
動
揺
し
ま
す
よ
ね
。
私
も
父
が
何
度
も
何

度
も
生
死
を
さ
ま
よ
う
大
病
を
し
た
の
で
、
よ
く
分

か
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
さ
ん
、
ド
ク
タ
ー
の
説
明
を
聞

い
て
気
絶
し
そ
う
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
？

フ
ェ
イ　

実
は
主
人
は
７
年
前
に
も
心
臓
の
バ
イ
パ

ス
手
術
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
時
は
本
当
に

ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
気
付
け
ば
涙
が
ポ
ロ

ポ
ロ
こ
ぼ
れ
る
し
、
と
て
も
オ
ロ
オ
ロ
し
た
ん
で
す
。

で
も
今
回
は
全
く
違
っ
て
い
て
。

輪
嶋　

女
性
は
強
い
！

フ
ェ
イ　

そ
れ
は「
歳
を
取
っ
て
動
じ
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
よ
り（
笑
）、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
だ
け
信
仰
が
深

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
、
私
自
身
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。
万
が
一
、
主
人
の
肉
体
の
時
間
が
こ

こ
で
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
は
神
様
の
ご
計

画
な
の
だ
、
そ
し
て
何
よ
り
、
最
後
に
は
私
た
ち
夫

婦
が
行
く
と
こ
ろ
が
同
じ
な
の
だ
か
ら
、
ま
た
必
ず

会
え
る
…
そ
う
い
っ
た
聖
書
の
約
束
を
絶
対
的
な
も

の
と
し
て
握
り
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
主
人
に
も
手
術
に
際
し
て「
何
が
あ
っ
て
も

大
丈
夫
だ
か
ら
ね
」
っ
て
、
心
か
ら
の
平
安
で
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

文
夫　

全
く
そ
の
通
り
だ
よ
ね
。
手
術
ま
で
１
週
間

あ
っ
た
の
で
す
が
、
よ
く
よ
く
思
い
起
こ
す
と
、
も

し
も
あ
れ
か
ら
一
度
家
に
帰
さ
れ
て
い
た
ら
、
も
う

一
度
病
院
に
戻
っ
て
あ
の
よ
う
な
心
境
で
手
術
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
た
か
、
自
信
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。

な
ん
だ
か
里
心
み
た
い
な
気
持
ち
が
わ
い
て
、ジ
タ

バ
タ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、っ
て
。こ
ん
な
私
だ
か
ら

こ
そ
、神
様
は
家
族
か
ら
切
り
離
し
て
、祈
り
の
中
で

主
だ
け
と
の
対
話
の
時
間
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
な
ー
と
、心
の
底
か
ら
感
じ
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

輪
嶋　

な
る
ほ
ど
。
男
は
弱
い
、
僕
も
含
め
て（
笑
）。

で
も
弱
い
男
に
は
弱
い
な
り
に
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
を

超
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
力
も
与
え
て
く
だ
さ

る
！　

あ
ー
神
様
、
あ
な
た
は
何
と
い
う
お
方
！

栄
子　

君
は
愛
さ
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
！　

こ
れ
本
当
で
し
ょ
う
!?　

し
か
も
天
の
お
父
様
は
、

た
く
さ
ん
い
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
可
愛
く

て
仕
方
な
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
ｎ
ｅ 

о
ｆ 

Ｔ
ｈ

ｅ
ｍ（
ワ
ン
・
オ
ブ
・
ゼ
ム
）と
し
て
で
は
な
く
、
一

人
っ
子
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
か

ら
。
一
人
っ
子
だ
か
ら
、
他
の
兄
弟
の
こ
と
は
気
に

し
な
い
で
、
パ
パ
を
独
り
占
め
で
き
る
っ
て
い
う
こ

と
な
ん
で
す
よ
ね
！
（
笑
）

輪
嶋　

世
界
の
一
点
も
の
、ま
さ
に
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー

ル
の
愛
で
す
よ
ね
!!

文
夫　

弱
い
と
言
え
ば
、
後
日
談
も
あ
っ
て（
笑
）。

手
術
の
前
に
祈
っ
て
い
た
ん
で
す
。「
お
父
様
の
所

に
行
く
の
は
楽
し
み
で
す
。
で
も
、
痛
い
思
い
を
し

て
行
く
の
は
嫌
で
す
か
ら
、
ど
う
か
、
痛
く
し
な
い

で
く
だ
さ
い
」
っ
て

全
員　

可
愛
い
〜
（
爆
笑
）

横溝文夫さんと栄子先生 横溝フェイさん
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文
夫　

そ
う
し
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
手
術
を
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ク
タ
ー
や
看
護
師
の
方
に
何

回
も「
痛
く
な
い
ん
で
す
か
？
」と
訝い

ぶ
から

れ
る
く
ら
い
、

本
当
に
術
後
の
痛
み
が
な
く
て（
笑
）。
そ
し
て
当
初

の
予
定
よ
り
も
ず
っ
と
早
く
回
復
し
て
、
早
期
退
院

が
で
き
た
の
で
す
。

輪
嶋　

え
ー
、
僕
が
こ
の
前
小
さ
な
手
術
を
し
た
際

に
は
、
ド
ク
タ
ー
の
話
と
違
っ
て
術
後
数
日
痛
く
て

「
の
た
う
ち
回
っ
た
」の
に
。
不
公
平
だ
な
ー
。
あ
、

で
も「
痛
い
の
は
嫌
で
す
」
っ
て
お
祈
り
し
な
か
っ

た（
笑
）。

文
夫
・
フ
ェ
イ　

今
に
な
っ
て
考
え
て
も
、
夫
婦
共

に
そ
ろ
っ
て
主
を
信
じ
て
委
ね
切
る
、
そ
の
よ
う
な

者
に
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ
な
、
と
痛
感
し
ま
す
。

そ
の
恵
み
を
感
謝
す
る
に
つ
け
、
や
っ
ぱ
り
あ
の
イ

ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
の
こ
と
を
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
体
験
が
ど
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
今
回
の
出
来
事
が
あ
の
ツ

ア
ー
の
後
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
な
平
安

の
中
で
通
る
こ
と
の
で
き
る
自
分
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
…
。
あ
の
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
で
の「
霊
的
な
恵
み
」は

今
回
の
事
が
起
こ
る
前
の
、
神
様
の「
備
え
」だ
っ
た

の
だ
な
、
と
。
そ
の
順
番
に
神
様
の
愛
を
感
じ
て
い

ま
す
。

栄
子　

ア
ー
メ
ン
！　

神
様
の
愛
は
私
た
ち
で
は
想

像
だ
に
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い
と
同
時
に
、
そ
の

「
細
や
か
さ
」に
お
い
て
も
そ
う
で
す
ね
。
黙
示
録
を

読
む
た
び
に
、
七
つ
の
巻
物
、
七
つ
の
鉢
、
そ
の
順

番
で
何
が
起
こ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
…
こ

の「
順
番
」自
体
に
神
様
の
私
た
ち
に
対
す
る
細
や
か

な
愛
を
感
じ
て
涙
が
出
る
の
で
す
。

文
夫　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
聖
地
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
栄
子
先
生
が
説
明
を
く
だ
さ
り
、
一
瞬
で
聖

書
の
中
に
入
る
よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
ま
る
で

魔
法
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯

に
乗
っ
て
、
旧
約
と
新
約
の
世
界
を
行

き
来
す
る
よ
う
な
。
そ
し
て
そ
こ
で
祈
ら
れ
る
先
生

の
祈
り
に
、
な
ぜ
か
涙
が
あ
ふ
れ
る
…
聖
霊
に
触
れ

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
と
実
感
す
る
一
瞬
一
瞬
の
連

続
だ
っ
た
、
あ
の
体
験
が
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
夫
婦
に

と
っ
て
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
か
…
…
。

フ
ェ
イ　

種
明
か
し
を
す
る
と
、
実
は
今
回
栄
子
先

生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
夫
婦
で
沖
縄
に

や
っ
て
来
た
最
大
の
理
由
は
、
そ
の
こ
と
を
直
接
お

伝
え
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
か
っ
た
か
ら
な
の

で
す
！

輪
嶋　

す
ん
ご
い
証
し
で
す
ね
…
。「
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
」の
時
の
文
夫
さ
ん
を
ご
覧
に
な
っ
た
視

聴
者
の
中
で
、
特
に
中
年
、
初
老
の
男
性
は
感
じ
る

も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
世
代
の
何

人
か
の
方
か
ら
感
想
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
い

ま
し
た
が
、
今
、
文
夫
さ
ん
は
ま
さ
に「
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト 

Ｉ
Ｎ
Ｇ
」、
毎
日「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
更
新
中
」
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
…
そ
の
証
し
を
、

今
日
こ
う
し
て
分
か
ち
合
っ
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今
回
、日
本
で

再
献
身
し
た
よ
う
な
思
い
で
す
。

栄
子　

素
晴
ら
し
い
証
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

私
も
神
様
の
愛
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
じ
ゃ
あ
、

今
度
は
私
の
番
！
（
笑
）。
私
が
今
回
の
日
本
で
受

け
た
思
い
を
、
少
し
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
い
て

も
よ
い
か
し
ら
？

一
同　

も
ち
ろ
ん
で
す
よ
!!

栄
子　

実
は
今
回
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
気
付
き
、

と
言
え
ば
よ
い
の
か
、
自
分
自
身
の
再
発
見
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
日
本
滞
在
だ
っ
た
ん
で

す
。
と
言
う
の
は
、
夫
の
ビ
ル
を
天
に
送
っ
て
か
ら
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
何
も
す
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
自
分
が
ず
っ
と
ど
こ
か
に
い
た
ん
で
す

ね
。
な
ん
だ
か
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
深
〜
い

沼
の
底
に
い
る
か
の
よ
う
な
…
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
エ

ス
様
を
受
け
入
れ
、
神
様
の
子
と
さ
れ
た
私
た
ち
は

皆
行
く
所
は
同
じ
だ
し
、
ビ
ル
と
も
そ
こ
で
必
ず
会

え
る
と
知
っ
て
は
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
ビ
ル
は

今
ご
ろ
イ
エ
ス
様
の
所
に
い
て
、
私
の
こ
と
な
ん
か

思
い
出
す
暇
も
な
い
ほ
ど
、
楽
し
く
て
幸
せ
な
時
を

過
ご
し
て
い
る
…
心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
で
す

よ（
笑
）。
で
も
、
彼
と
共
に
地
上
で
の
時
間
を
過
ご

す
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た「
喪
失
感
」と
、「
無
意

識
な
悲
し
み
」と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
、
や
っ
ぱ

り
完
全
に
無
く
な
り
は
し
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

一
同　

そ
り
ゃ
そ
う
で
す
よ
!!

栄
子　

何
も
し
た
く
な
い
、
と
思
う
か
ら
、
こ
れ
ま

で
み
た
い
に
積
極
的
に
運
動
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ

の
せ
い
で
少
し
歩
く
と
フ
ー
フ
ー
、
ハ
ー
ハ
ー
し
て

心
臓
も
す
ぐ
に
ド
キ
ド
キ
し
ち
ゃ
う
。
そ
れ
を
、
日

本
に
来
て
痛
感
し
て
い
た
ん
で
す
。
あ
ー
こ
ん
な
ふ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ぁ
、
っ
て
…
。

　

と
こ
ろ
が
！
（
笑
）、
10
月
31
日
、
一
人
で
東
京

の
街
を
歩
い
て
い
た
瞬
間
、
本
当
に
突
然
な
の
で
す

が
、
私
の
心
の
中
に
あ
っ
た
、
そ
の
深
い
悲
し
み
の

よ
う
な
も
の
が
一
気
に
、
本
当
に
一
気
に
消
え
た
の

で
す
。
そ
の
瞬
間
、
フ
ー
フ
ー
、
ハ
ー
ハ
ー
も
無
く

な
っ
て（
笑
）。
そ
の
時
に「
あ
ー
、
私
は
や
っ
ぱ
り

日
本
な
ん
だ
、
日
本
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん

だ
！
」
っ
て
い
う
、
も
の
凄
く
強
い
思
い
が
与
え
ら

れ
て
…
。

輪
嶋　

こ
れ
ま
た
、
凄
い
お
話
し
で
す
ね
〜
、
ク
ラ

ク
ラ
し
て
き
た
…
。

栄
子　

自
分
で
も
不
思
議
で
仕
方
な
い
ん
で
す
が

（
笑
）。
そ
し
て
そ
の
途
端
、
も
の
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
わ
い
て
き
て
…
そ
ん
な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
、
前
よ
り
若
返
っ
て
元
気
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
、
と
思
う
く
ら
い（
笑
）。

フ
ェ
イ　

本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
！　

実
際
以
前

お
会
い
し
た
時
と
全
く
変
わ
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
、と
言
う
よ
り
、む
し
ろ
ま
す
ま
す
キ
ラ
キ
ラ

光
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
、私
も
感
じ
て
い
た
ん
で
す

が
、そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！　

凄
く
納

得
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
栄
子
先
生
が
説
明
を
く
だ
さ
り
、一
瞬
で
聖
書
の
中
に
入
る
よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

ま
る
で
魔
法
の
絨
毯
に
乗
っ
て
、旧
約
と
新
約
の
世
界
を
行
き
来
す
る
よ
う
な
。
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輪
嶋　

先
生
が
日
本
に
お
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
期
間
、

肉
体
的
に
も
3
年
分
お
年
を
召
さ
れ
た
…
。
間
も
な

く
60
歳
を
迎
え
る
私
で
も
、
40
代
の
３
年
と
50
代
後

半
に
な
っ
て
か
ら
の
３
年
の
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
全

く
違
う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
ま
る
で
砂
時
計
が
最

後
の
方
に
な
る
と
、
ス
ー
ッ
と
無
く
な
っ
て
い
く
よ

う
な
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
よ
ね
。
先
生
は
こ
の
間
に

80
代
に
な
ら
れ
、
さ
ら
に
最
愛
の
方
を
天
に
送
ら
れ

て
…
。
心
身
共
に
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の「
時
の
ダ

メ
ー
ジ
」を
経
て
の
今
回
の
来
日
だ
っ
た
だ
け
に
、

あ
る
意
味「
覚
悟
」し
て
い
ま
し
た
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

と
こ
ろ
が
、
ど
う
で
す
か
、
今
の
先
生
の
お
言
葉
、

そ
し
て
そ
の
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
お
姿
！

あ
の
杞き

ゆ
う憂

は
全
く
無
駄
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
て
、

神
様
の
な
さ
る
こ
と
に
、
た
だ
た
だ
感
動
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

栄
子　

ア
メ
リ
カ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
つ
私
は
、
こ

れ
ま
で
ど
れ
ほ
ど
日
本
に
来
た
く
て
も
、
コ
ロ
ナ
の

せ
い
で
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
よ

う
や
く
こ
の
よ
う
に
、
社
会
状
況
と
し
て
は
日
本
に

来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
で
も
今
ビ
ル
が

い
た
ら
、
あ
の
人
は
ど
ん
な
に
自
分
が
辛
く
て
も

「
僕
の
た
め
に
日
本
に
行
か
な
い
で
」と
は
絶
対
に
言

わ
な
い
人
で
す
。
一
方
で
、
私
は
そ
ん
な
彼
を
置
い

て
は
、
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
も
来
日
中
は
常
に
彼
の
こ
と
が
頭
の

中
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
だ
か
ら
今
回
、
こ
ん
な
に

心
が
軽
く
、
自
分
の
使
命
に
集
中
し
て
日
本
に
来
ら

れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
体
験
し
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
加
え
て
今
回「
え
、
こ
ん
な
方
が
?!
」と
思

う
よ
う
な
方
々
か
ら
、「
聖
書
預
言
の
凄
さ
を
知
っ

た
！
」「
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
を
見
て
、
神
様
と

出
会
っ
た
！
」「
黙
示
録
が
理
解
で
き
て
、イ
エ
ス
様
に

救
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
本
当
の
幸
せ
を
知
っ
た
！
」

と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
私
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
、
神
様
が
ま
か
れ
た
種
が
芽
を
出
し

て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。

　

私
は
１
９
７
８
年
か
ら
日
本
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
た

め
に
毎
日
毎
日
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
リ
バ
イ

バ
ル
の
足
音
が
確
か
に
聞
こ
え
る
体
験
を
し
て
、
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
私
は
命
あ
る
限
り
日
本
に
来

て
神
様
に
お
仕
え
し
よ
う
、
日
本
の
教
会
の
た
め
に

お
仕
え
し
よ
う
、
と
改
め
て
深
く
感
じ
た
の
で
す
。

な
の
で
、
こ
れ
が
私
の「
再
献
身
だ
」
っ
て
思
っ
て

い
ま
す
。

文
夫
・
フ
ェ
イ　

何
て
素
晴
ら
し
い
、
そ
し
て
う
れ

し
い
お
話
が
聞
け
た
ん
で
し
ょ
う
!!

輪
嶋　

今
日
、こ
ん
な
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
…
。

そ
れ
ぞ
れ
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
、し
か
も
そ
れ

が
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
、ま
た
一
つ
別
の
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
っ

て
こ
と
で
す
ね
…
。
今
の
栄
子
先
生
の
お
言
葉
、
ビ

ル
先
生
が
聞
か
れ
た
ら
本
当
に
喜
ば
れ
る
と
思
う
…
。

栄
子　

だ
か
ら
さ
っ
き
も
言
っ
た
通
り
、
ビ
ル
は
あ

ち
ら
が
あ
ま
り
に
も
楽
し
く
て
、
私
の
こ
と
な
ん
か

思
い
出
す
暇
な
い
か
ら
！

一
同　

ア
ー
メ
ン（
爆
笑
）

輪
嶋　

横
溝
さ
ん
た
ち
は
こ
れ
か
ら
宮
古
島
の
方
に

行
か
れ
る
と
か
!?

フ
ェ
イ　

は
い
、主
人
が
元
気
に
な
っ
た
こ
と
で
す
し
、

二
人
の
共
通
の
趣
味
で
も
あ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
に
。

輪
嶋　

素
敵
な
ご
夫
婦
で
す
ね
、
本
当
に
。
な
ん

た
っ
て
、「
神
様
と
の
三
角
関
係
」が
成
り
立
っ
て
い

る
ん
で
す
も
ん
ね
。
先
生
は
こ
の
後
、
４
日
ほ
ど
し

て
ア
メ
リ
カ
に
お
戻
り
で
す
ね
。

栄
子　

は
い
、
ビ
ル
が
い
な
い
の
で
、
妻
と
し
て
の

主
婦
業
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
娘
た
ち
と
孫
が
待
っ
て

い
て
く
れ
ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
日

本
に
来
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
ね
！

輪
嶋　

日
本
の
我
々
と
お
孫
さ
ん
と
の
間
で
、
栄
子

先
生
の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
調
整

だ
け
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す（
笑
）。
そ
し

て
、
い
よ
い
よ
、
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
。
先
生
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栄
子　

任
せ
て
く
だ
さ
い
、
だ
っ
て
私
の
国
な
ん
で

す
か
ら
。
そ
し
て
、
神
様
が
愛
し
て
愛
し
て
や
ま
な

い
、
神
様
の
家
族
が
い
る
国
な
ん
で
す
か
ら
！

（
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
は
今
月
を
も
っ
て
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

ま
た
別
の
形
で
再
会
で
き
る
日
を
お
楽
し
み
に
）

任せてください、だって私の国なんですから。
そして、神様が愛して愛してやまない、神様の家族がいる国なんですから！


